
 

88 

第３章 区計画 

◇基本目標１ 地域での「つながり」のあるまちづくり  

◇基本目標２ 「一人ひとりの力」が発揮できるまちづくり  

 

 

緑区社会福祉協議会では「区計画」の推進について、区役所及び地域ケアプラザと共に、全地区での地域

課題の解決に向け様々な取組を行っており、平成２６年度の取組の一部を紹介します。 

 

 

● 地区担当制を継続することで、関係機関との情報共有を深め、地域の福祉活動の支援につなげました。 

● 地域福祉講座補助金を介して、助成を希望する４つの地区社協と協働し、地区が希望する研修を実施し

ました。 

● 地区社協との連携強化を目指し、情報交換会を４地区で開催しました。 

● １１地区の地区別計画推進への支援を目的に地区別計画推進事業を区役所、地域ケアプラザと協働で行 

 いました。 

 

 

 

● 各種ボランティア講座の実施 

地域のニーズに合わせ講座の実施を行います。 

① 傾聴ボランティア講座 

 地域において孤立しがちな人たちの悩みの聴き役となる 

「傾聴ボランティア」の必要性が高まっています。 

ボランティアセンター登録者より、「利用者の方にどう話し 

かけたらよいのか分からない」等コミュニケーション方法に 

ついて勉強したいという要望もあったことから、地域からの 

ニーズに応えるため、傾聴ボランティアの人材確保と相談に 

応じる体制づくりを目的に講座を実施しました。 

 

② 音声訳ボランティア講座（入門） 

４年に１度、視覚障がい者のための音声訳の 

ボランティア講座を実施しています。 

文字ではなく、音声訳をすることで雑誌や 

機関誌を視覚障がい者へと届ける支援をして 

います。機械操作や発音練習等、専門的な技 

術的内容も含まれ、3 か月の長期講座を実施 

しました。 

受講後は、活動団体に所属して活動してくだ 

さる方もいます。 

 

●緑区社会福祉協議会の主な取組 
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第３章 区計画 

◇基本目標３ みんなが活動できる「機会・場」のあるまちづくり 

 

 

③ 学習支援ボランティア養成講座の実施 

 

平成 26 年８月から緑区で「寄添い型学習 

等支援事業」が実施されることに伴い、児童 

・生徒に学習支援を行うボランティア養成 

講座を緑区役所と共催しました。 

こどもの「こころ」についてや学習支援 

を行う上での心得などを学んでいただき 

ました。 

 

 

 

● 区ボランティアセンター 

ひとり暮らし高齢者や障がいのある方から、ご自宅のお庭の草取り等の依頼が多く寄せられました。 

近隣のボランティア数名と職員が一丸となって、作業にあたりました。 

【before】                     【after】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ☆植木の剪定や高木の枝おろし等、専門的な技術を伴うものはお断りさせていただいております。 

 

 

 

 

● 福祉保健活動拠点運営 

より適切な拠点運営を図るため、部屋の空き情報表を作成し、 

より多くの団体が利用できるように努めています。 

また、団体間の交流促進を図るため、拠点利用者の調整会議を 

開催しました。今年は、団体のみなさんにもご協力いただき、各 

部屋の大掃除をしました。 

● 子育て支援者交流会 

子育て支援者間の交流促進を図るため、「緑区地域子育て支援拠点 いっぽ」及び区役所と協働し 

子育て支援者交流会を開催しました。また、２回目の交流会では、子育て支援者でグループワークの研修 

会を実施しました。 
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第３章 区計画 

◇基本目標４ 必要な「情報」が入手しやすいまちづくり 

◇基本目標５ 「安全・安心・健康」のまちづくり 

 

 

● 広報紙の発行 

区社協だよりを年２回（１０月、３月） 

発行し、福祉情報を提供しました。より見や 

すくするため、全面カラー発行にしました。 

また、区社協ホームページによるタイムリー 

な福祉情報の提供を行いました。 

● 情報発信 

ボランティアの募集については、ホーム 

ページに加え、メールマガジンを活用した 

ボランティア情報の発信を行いました。 

● 掲示板の活用 

ハーモニーみどりの掲示板に新たにボラン 

ティア募集として、掲示するスペースを設置し 

ました。現在、各施設から寄せられているボ 

ランティアの依頼内容を掲示することで、窓 

口で聞く前にどんな活動があるかを知ってい 

ただくことが出来ます。 

 

 

 

● 災害ボランティアセンター開催訓練の実施 

ハーモニーみどりふれあいまつりにて、大規模災害発生時に 

ボランティア活動の拠点となる「災害ボランティアセンター」 

の開設訓練を行いました。ボランティアが受付やマッチング、 

オリエンテーション、活動報告などを行い、いざ災害が起きた 

時のボランティアセンターの役割、一連の流れ、心得などの確 

認を行いました。 

● 災害時の回覧板を使用した取組 

福祉施設等分科会（※）では、施設間の互助として、災害が 

起きた時に施設間で情報伝達、協力できるよう検討を進めてい 

ます。その取組として、災害時に施設間で、回覧板を回す実施 

訓練を行っています。「いざという時の備えを施設の視点から 

考えています。 

（※）福祉施設等分科会とは…：区内の社会福祉協議会の会員である福祉施設（保

育園や障がい者作業所、特別養護老人ホーム等）が集まり、福祉施設の立場から 

地域福祉について考える会議です。 

 

＜災害ボランティアセンター立ち上げ訓練の様子＞ 

社協だより みどり 

リニューアル 
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